
No.６ 令和２年９月１日（火） 教育目標

○心豊かな子

学 校 だ よ り ○進んで学ぶ子

下野市立石橋北小学校 ℡５２－１１３４
○健康でたくましい子

１６日間と短い夏休みが終わり、子どもたちの元気な姿が学校に

戻ってきました。今年は感染症予防でいつもの夏休みのように夏の

行事を満喫することはできず、家庭生活も外出自粛を余儀なくされ

たのではないでしょうか。我が家でもいつもの年よりお盆中の来客

が少なくちょっと寂しいお盆でした。
７月に入って、栃木県も感染者数が増加するなど、予断を許さな

い状況が続いていますが、学校生活や教育活動はこの状況の中で工夫をしながら、その目

的を達成できるよう実施していきたいと考えています。

学校では８月中にマスク着用無言清掃で縦割り班清掃を開始しました。９月には１・２

年生と３年生がバスで校外学習に出かけます。9月17日(木)に１・２年生は「みかも山公
園」と「とちぎ花センター」へ、9月18日(金)に３年生は「益子焼き体験」と「下野市庁

舎見学」に出かけます。当該学年には事前に通知しましたように、校外学習実施にあたっ

て不安やご心配な点がありましたら、学校までご連絡をお願いいたします。

これらの教育活動で獲得する学力や生活の知恵を見極め、３密をできるだけ回避したり、

マスク着用や手洗いをしたりして、目的をもって実施していきたいと思います。必要不可

欠な教育活動は実施し、必要でないものは削減していきます。私たち教職員も子どもたち
も、当たり前のことが当たり前でないことをこのコロナ禍の中で実体験しました。Withコ

ロナは従前の学校の当たり前を見直すよいチャンスと捉えたいと考えます。

8月17日(月)夏休み明けの子どもたちの様子

過日、石北だよりNo38・39、年間行事計画等が配付され、学校行事や学年行事の見直

しを図ったところです。子どもたちも延期したり、変更したりした行事や校外学習を心待

ちにしています。できる限り実施し、当初のねらいを達成したいと考えております。ご家

庭におかれましても、実施前から健康観察や検温のご協力をお願いします。期日前や当日、
具合の悪い場合は無理をせず休ませてください。特に修学旅行や校外学習はバスで出かけ

ますのでご理解ご協力をお願いいたします。

しかしながら、下記のような状況の時は学校として実施を見合わせたり、変更または中

止にしたりします。ご理解の程お願いいたします。

○ 県の警戒度が『感染拡大注意』から『感染厳重注意』になった場合

○ 校内や中学校区で陽性者が出た場合

○ 修学旅行や校外学習先の施設で陽性者が出た場合



コロナ禍で全校児童が集まれる集会ができませんので、放送とZoom（ネットワークの

関係で今回は1年生のみ）を使って全校集会を行いました。今後は全教室でZoomができ
るようにと考えています。 ※Zoom（ズーム）PCやスマホを使ってテレビ会議ができるWeb会議システム

今回の全校会で話したことは次の2点です。

○ 全校児童が交通事故や新型コロナウィルス感染症にかからず、元気に夏休みを過ごせ

ることはとても嬉しいこと、当たり前に生活できることは有り難い。

○ コロナウィルス感染症予防と熱中症予防をするために自分で考え、行動しよう。

コロナ禍で生活の変化を根付かせることは、重要になってきました。「今は我慢する」

というやり方では長続きしないどころか耐えられません。無理なく感染リスクを下げられ

るように習慣にすることが大切なのではないでしょうか。「３密を避ける」「マスクを着け、

手洗いをする」と言う対策が社会に受け入れられ、社会規範として定着したから、日本は
感染者や死者が少ないと行動経済学者の大竹文雄氏が言っています。私たちが社会規範を

自ら実践することで、「感染拡大を防いで世の中の役に立っている」ことになるのです。

子どもたちにも話しましたが、そうすることで自分の命も大切な人の命も守っていきま

しょうと付け加えました。

熱中症対策の一貫で、夏休み中に職員が昇降口入口にミストシャワーを設置しました。

8月は朝から暑い日が続き、登下校でも熱中症が心配されました。ミストシャワーを登下

校時や休み時間・体育の時間に実施し、子どもたちには好評です。少しでも安全と涼を確

保できればという願いです。

先日、１・２年生下校の時、子ども

たちから校舎南の栃の木の葉に蝉の抜

け殻が大量に付いていることを教えて

もらいました。面白いくらい本当に大量なんです。そのせいか、桜の木に

も校舎前のモチノキにも蝉がいっぱいです。そして、地面を見ると蝉の幼
虫が出てきたのであろう穴が空いています。発見は発見を呼びますね。暑

い中でも子どもたちの季節を感じる目と観察力は鋭いものです。忙しく時間に追われる大

人が感じることができないものを感じています。自然を感じることのできる石北小の校庭

にも感謝です。


